
 

 

 

 

 川崎市は、介護福祉分野に「テクノロジー」を活用することが、介護福祉事業者など現場の方が楽しく誇らしく働く

ことや、高齢者や障害のある方が今よりもより良く過ごせる社会に結びつくことと考え、動画を作成致しました。 

 

 団塊の世代が７５歳に到達する２０２５年に向けて、地域包括ケアシステムの構築が求められており、川崎市では

「誰もが住み慣れた地域や自ら望む場で安心して暮らし続けることのできる地域の実現」を目指して取組みを推進してい

ます。そのような中で、川崎市は、誰もが自らの人生を地域で豊かに暮すために、川崎市内の施設など現場の皆様と

「人」の支援だけではない、「テクノロジー」を生活の中において活用し、新たなライフスタイル・ワークスタイルに繋げる社会

モデルを共につくりだしてきました。 

 

この映像のような、介護施設の方や高齢者、障害のある方もより良い生活やケアを実践している状態を目指し、人も

まちもモノも多彩な魅力があふれ、「混ざり合い、支えあい、活躍する」２０２５年の将来像が現実化していくことに一

歩ずつ歩みを進めていきたいと考えています。 

 

動画へのリンクは以下ＱＲコードから↓ 
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